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巻頭特集巻頭特集

　昨年12月の第66回高円宮杯全日本中学校英語弁論大会で1～3位に入賞した3人が、
7月28日から8月11日の日程で、英・イーストサセックス州にあるバックスモア・プランプ
トン・カレッジで英語の特訓プログラムを終えた。3人はプログラム終了後、読売新聞欧
州総局、三菱商事ロンドン・オフィスを訪問、大英博物館見学後に帰路に着き、8月14日
帰国した。「とても有意義な体験だった」と3人は研修を振り返っていた。

吉村わかば・日本学生協会（JNSA）基金運営委員長

さ
ん
は
、「
外
国
人
の
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
が
積
極
的
に
発
言
す
る
姿
に
、
い

い
刺
激
を
受
け
た
」
と
言
い
、
２
週

間
の
研
修
で
は
、
積
極
的
に
英
語
で

話
し
か
け
る
う
ち
に
親
し
い
友
人
が

で
き
、
別
れ
て
か
ら
も
連
絡
を
取
り

合
う
ほ
ど
の
仲
に
な
っ
た
、
と
う
れ

し
そ
う
だ
っ
た
。

　

２
週
間
の
バ
ッ
ク
ス
モ
ア
・
プ
ラ

ン
プ
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
で
の
研
修
後
、

３
人
は
ロ
ン
ド
ン
で
、
読
売
新
聞
ロ

ン
ド
ン
支
局
、
三
菱
商
事
ロ
ン
ド

ン
・
オ
フ
ィ
ス
を
訪
問
、
三
菱
商
事

が
後
援
し
て
い
る
大
英
博
物
館
の
常

設
展
示
「
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
な
ど

を
見
て
回
っ
た
。
２
週
間
の
授
業
の

あ
と
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
経
験
は
、
自

分
た
ち
の
英
語
力
を
試
す
機
会
と
も

な
っ
た
。
英
国
は
日
本
と
同
じ
島
国

で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
よ
り
も
多
様

な
人
種
が
住
ん
で
い
て
、
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
様
々
な
言
語
が
飛
び
交
っ

て
お
り
、
国
際
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
感
じ
た
と
い
う
。

●
三
菱
商
事
、

　
読
売
新
聞
の
支
局
も
訪
問

　

三
菱
商
事
の
ロ
ン
ド
ン
・
オ
フ
ィ

ス
で
は
、
欧
州
・
ア
フ
リ
カ
の
事
業

を
統
括
し
て
い
る
と
い
う
商
社
の
仕

事
に
関
心
を
深
め
た
よ
う
で
、
欧
州

三
菱
商
事
の
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ゴ
ム

さ
ん
に
「
入
社
後
、
三
菱
商
事
の
ロ

ン
ド
ン
で
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
」
と
質
問
。
ゴ
ム
さ
ん

が
で
き
た
。
勉
強
面
で
も
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
面
で
も
様
々
な
経
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
二
週
間

だ
っ
た
と
振
り
返
り
、「
英
語
し
か

通
じ
な
い
環
境
だ
っ
た
が
、
ク
イ
ズ

形
式
の
授
業
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
楽
し
く
、
自
然
に
な
じ
む
こ
と
が

で
き
た
」
と
強
調
し
た
。

●
尾
島
さ
ん

　「
親
し
い
友
人
が
で
き
た
」

　

一
方
、
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
通
訳
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
英
語

学
習
に
励
ん
で
い
る
、
と
い
う
尾
島

英
語
弁
論
大
会

第
66
回 

高
円
宮
杯

上
位
３
人
が
英
国
研
修

２
週
間 

「
有
意
義
な
体
験
」

　

こ
の
研
修
は
、
英
語
弁
論
大
会
に

協
賛
し
て
い
る
三
菱
商
事
か
ら
の
副

賞
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今

回
は
、
広
島
学
院
高
校
（
広
島
市
）

１
年
の
鈴
木
健
斗
君
（
16
）、
栄
光

学
園
高
校
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
１

年
の
中
嶋
勇
太
君
（
16
）、
金
城
学

院
高
校
（
名
古
屋
市
）
１
年
の
尾
島

百
合
子
さ
ん
（
15
）
の
３
人
が
参
加

し
た
。

　

３
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
中
国
な
ど

世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
50
人
の

９
歳
か
ら
17
歳
の
若
者
た
ち
と
合
宿

生
活
を
送
り
な
が
ら
、
教
室
で
の
英

語
の
授
業
の
ほ
か
、
博
物
館
や
近
郊

の
街
巡
り
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
と

い
っ
た
課
外
活
動
を
通
じ
て
本
場
の

英
語
に
触
れ
、
仲
間
た
ち
と
の
親
睦

を
深
め
た
。

　

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
午
前
中
は

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
語
彙
や
文
法
な

ど
英
語
の
学
習
、
午
後
は
ス
ポ
ー

ツ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
で
、
週
末
は
カ
ン
タ
ベ
リ
ー

や
ロ
ン
ド
ン
で
課
外
活
動
に
励
ん

だ
。
ま
た
、
海
や
プ
ー
ル
に
行
っ
た

り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
を
し
た
り

研修後、ロンドン市内で
観光を楽しむ３人

週末に、クラスメートたちと
バッキンガム宮殿を訪れた

三菱商事のロンドン・オフィスで同社のスタッフと鈴木健斗君（右から3人目）、中嶋勇太君（同４人目）、尾島百合子さん（同5人目）、吉村
わかばさん（左から2人目）

70年近い歴史　高円宮杯を支え
　高円宮杯全日本中学校英語弁論大会出場経験者など東京およ
び東京近郊の大学生約60人によって構成されている任意団体。英
語弁論大会をはじめとする諸行事の企画・運営を主な活動として
おり、本部と事務局は読売新聞東京本社内にある。
　基金の前身の日本学生協会は終戦直後の1946年に設立され、
70年近い歴史を誇る。現在は「21世紀の日本を担う国際性豊かな
青少年を育てるために、国際語である英語を全国の学生、生徒に
熟達させる事業を行うとともに、広くその普及を図り、日本文化の
発展ならびに国際親善に寄与すること」（JNSA基金定款第３条よ
り）を理念としている。
　基金の出身者に、天野之弥（あまの・ゆきや）国際原子力機関
（IAEA）事務局長のほか、有村治子女性活躍相、服部幸應（ゆき
お）服部学園理事長ら。
　今回、吉村わかばさんは、昨年度の英語弁論大会上位3人の引
率者として英国研修に同行した。

日本学生協会（JNSA）基金

Japan National Student Association Fund

と
、
イ
ギ
リ
ス
の
夏
を
楽
し
ん
だ
。

●
鈴
木
君

　「
文
化
や
歴
史
も
学
べ
た
」

　

鈴
木
君
は
、「
英
語
だ
け
で
な
く
、

英
国
の
文
化
や
歴
史
も
学
べ
る
質
の

高
い
授
業
だ
っ
た
」
と
感
銘
を
受
け

た
様
子
。
英
語
の
勉
強
の
仕
方
一
つ

と
っ
て
も
、
た
だ
プ
リ
ン
ト
と
向
き

合
う
の
で
は
な
く
、
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
学
ん
だ
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
意

見
を
出
し
合
っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
あ
る
こ
と

を
学
ん
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
、
様
々

な
国
の
若
者
と
交
流
す
る
中
で
、
英

語
を
ツ
ー
ル
の
一
つ
と
捉
え
る
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
英
語
以
外
の
外
国

語
に
対
す
る
関
心
も
強
く
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

●
中
嶋
君

　「
自
然
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
た
」

　

中
嶋
君
は
、
当
初
は
初
め
て
会
う

人
々
と
英
語
で
過
ご
す
こ
と
に
と
て

も
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。
し

か
し
、
午
前
中
の
ク
ラ
ス
を
中
心
に

心
を
開
け
る
友
達
を
見
つ
け
る
こ
と

か
ら
は
「
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
く

中
で
海
外
で
働
く
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ

て
く
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
説
明
を
受
け
、
う
な

ず
い
て
い
た
。

　

読
売
新
聞
の
ロ
ン
ド
ン
支
局
で

は
、
森
太
欧
州
総
局
長
と
１
時
間
半

に
わ
た
り
、
研
修
の
様
子
な
ど
を
話

し
合
っ
た
。

　

大
英
博
物
館
で
は
、
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
日
本
の
展
示
を
案
内
し
て
も

ら
っ
た
が
、
一
つ
の
国
で
先
史
時
代

か
ら
現
代
ま
で
を
通
し
て
展
示
さ
れ

て
い
る
の
は
日
本
だ
け
、
な
ど
と
い

う
説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。
同
時
に
、
展
示
を
見
て
、
日
本

の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
知
識
が
ま

だ
ま
だ
足
り
な
い
こ
と
も
痛
感
し
た

と
い
う
。

　

３
人
と
も
異
口
同
音
に
「
あ
と
1

週
間
は
こ
こ
に
い
た
い
」
と
、
ロ
ン

ド
ン
を
立
ち
去
り
が
た
い
様
子
だ
っ

た
が
、
帰
国
後
は
英
語
だ
け
で
な
く
、

世
界
史
や
他
国
の
文
化
、
そ
し
て
自

国
へ
の
理
解
も
深
め
た
い
と
力
強
く

話
し
て
い
た
。
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三
菱
商
事
に
は
１
、２
年
生
73
人

の
生
徒
が
訪
問
。
会
社
の
概
要
や
具

体
的
な
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
、
若

手
社
員
の
話
に
聞
き
入
っ
た
後
、
８

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
社
員
と
同
社

Ｏ
Ｂ
の
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
会
員

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

サ
ー
モ
ン
養
殖
、ア
ル
ミ
精
錬
、

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
…
…

　

環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
の
寺
島
吉

昭
さ
ん
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た
組

織
図
を
示
し
な
が
ら
、「
三
菱
商
事

は
、
地
球
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
事
業
、

新
産
業
金
融
事
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
、
金
属
、
機
械
、
化
学
品
、
生
活

産
業
の
７
グ
ル
ー
プ
に
ビ
ジ
ネ
ス

サ
ー
ビ
ス
部
門
を
加
え
た
体
制
で
幅

広
い
産
業
を
事
業
領
域
と
し

て
い
る
総
合
商
社
」
と
会
社

の
概
要
を
説
明
。

　

貿
易
の
み
な
ら
ず
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
と
も
に
、
世
界
中

の
現
場
で
開
発
や
生
産
・
製

造
な
ど
の
役
割
も
担
っ
て
お

り
、
国
内
及
び
海
外
約
90
か

国
に
２
０
０
以
上
の
拠
点
を

持
ち
、
６
０
０
社
を
超
え

る
連
結
対
象
会
社
と
提
携

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
。「
連

結
対
象
会
社
の
従
業
員
は

約
７
万
２
０
０
０
人
に
上

り
、
三
菱
商
事
単
体
の
約

５
６
０
０
人
の
12
倍
以
上
に

相
当
す
る
」
と
い
う
話
に
生
徒
た
ち

の
間
か
ら
、
小
さ
な
驚
き
の
声
も
漏

れ
た
。

　

続
い
て
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
働

く
社
員
が
自
ら
の
経
験
を
織
り
込
み

な
が
ら
担
当
の
仕
事
を
紹
介
し
た
。

　

最
初
に
登
場
し
た
生
活
産
業
グ

ル
ー
プ
生
活
原
料
本
部
水
産
部
で

サ
ー
モ
ン
事
業
担
当
の
若
林
奈
津
子

さ
ん
は
「
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界

的
に
人
気
の
魚
で
あ
る
サ
ー
モ
ン
の

事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
解

説
。「
チ
リ
や
ノ
ル
ウ
エ
ー
で
養
殖

業
に
参
入
し
て
お
り
、
私
自
身
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
南
米
に
何
度
も
出
張
し
て

い
る
」
と
仕
事
の
内
容
を
、
海
外
出

張
で
の
苦
労
話
を
交
え
て
話
し
た
。

　

次
に
講
師
に
立
っ
た
金
属
グ
ル
ー

一般社団法人ディレクトフォース
2002 年に上場企業の役員経験者らが、企業での様々な経験や
培った知見を今一度社会に役立てよう、との趣旨で設立。中小
企業・ベンチャー企業支援、教育・環境などの分野で社会貢
献事業を行っている、会員600人の組織。教育分野においては、
実践的な大学講義、講演を行っているほか、小中高生向けに、
理科実験やキャリア教育の出前授業を実施している。

http://www.directforce.org/index.html

プ
金
属
資
源
本
部
ア
ル
ミ
事
業
部
の

佐
藤
伸
昭
さ
ん
は
、
ア
フ
リ
カ
の
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
で
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
ア
ル
ミ

製
錬
工
場
（
４
社
共
同
出
資
）
に
駐

在
し
て
い
た
頃
の
仕
事
や
、
現
地
で

の
学
校
づ
く
り
な
ど
の
社
会
貢
献
活

動
を
説
明
し
、「
国
籍
が
違
い
、
目

標
も
違
う
４
社
が
ひ
と
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
い
く
、
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部

復
興
支
援
チ
ー
ム
の
木
目
田
健
二
さ

ん
が
、
同
社
の
社
会
貢
献
の
大
き
な

柱
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
活

動
を
紹
介
。
延
べ
３
７
０
０
人
に
の

ぼ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
自
治
体

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
へ
の
支
援
・
助

成
、
産
業
復
興
・
雇
用
創
出
な
ど
の

活
動
を
説
明
す
る
と
、
震
災
県
・
宮

城
の
高
校
生
徒
だ
け
に
、
真
剣
な
表

情
で
聞
き
入
っ
て
い
た
。

「
価
値
観
、常
識
の
違
い
を

認
識
、尊
重
し
て
」

　

こ
の
後
、
既
に
登
場
し
た
若
手
社

員
４
人
と
、
三
菱
商
事
Ｏ
Ｂ
で
デ
ィ

レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
会
員
の
４
人
の
計

８
人
が
生
徒
た
ち
の
八
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
一
人
ず
つ
参
加
し
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
Ｏ
Ｂ
の

４
人
は
、
い
ず
れ
も
海
外
経
験
が
豊

富
な
熊
谷
春
水
、
田
部
揆
一
郎
、
小

林
健
、
白
方
純
さ
ん
。

　
「
日
本
の
常
識
、
世
界
の
ジ
ョ
ー

　宮城県仙台第二高等学校（渡邊幸雄校長）の1、2年生150人が夏季研修プログラムの一環
として8月5日、東京・丸の内の三菱商事、新日鉄住金を訪問した。グローバル企業の第一
線で活躍する人たちの実際の仕事や経験を通じて社会で働く意味を考える機会に、と企画し
たもので、読売教育ネットワークに参加している一般社団法人ディレクトフォースの協力で
実現した。朝9時過ぎ、新幹線で東京駅に到着した生徒たちは二つのグループに分かれ、徒
歩でそれぞれ三菱商事本社、新日鉄住金本社に向かった。（写真は秋元記者が撮影）

仙台二高 × 三菱商事、新日鉄住金

社会で働く意味 考える機会に

三菱商事OBとのディスカッションの後、感想を発表する仙台二高生

東京駅から三菱商事、新日鉄住金本社に向かう

業
を
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
は
、「
車

種
、
部
品
ご
と
に
自
動
車
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
要
望
に
コ
ス
ト
、
納
期
な
ど

を
勘
案
し
て
、
最
適
な
答
え
を
導
き

出
し
、
顧
客
か
ら
信
頼
を
得
た
時
は

喜
び
を
感
じ
る
」
と
語
っ
た
。

　

国
内
法
務
室
の
千
葉
修
平
さ
ん

は
、
法
務
の
仕
事
に
は
①
契
約
支

援
、
②
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
、
③

起
こ
っ
た
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
処
理

─
が
あ
る
、
と
説
明
。
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
ら
し
く
「
海
外
法
制
の
調

査
、
英
文
契
約
書
の
確
認
な
ど
の
仕

事
が
あ
り
、
海
外
出
張
も
あ
る
」
こ

と
を
強
調
し
た
。

　

営
業
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
東
北

支
店
（
仙
台
市
）
で
、
堤
防
な
ど
で

使
用
す
る
鋼こ

う

矢や

板い
た

の
新
商
品
開
発
に

取
り
組
む
黒
澤
辰
昭
さ

ん
は
、
よ
り
大
き
な
鋼

矢
板
を
開
発
す
る
た

め
、
本
当
に
使
え
る
か

を
試
す
製
造
試
験
、
ど

れ
く
ら
い
の
荷
重
に
耐

え
ら
れ
る
か
を
見
る
破

壊
試
験
な
ど
を
行
う
こ

と
を
説
明
し
た
。

　

佐
藤
、
千
葉
、
黒
澤

さ
ん
は
い
ず
れ
も
仙
台

二
高
Ｏ
Ｂ
と
あ
っ
て
、

生
徒
た
ち
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。

　

最
後
に
登
場
し
た
吉

住
剛
さ
ん
は
、
広
報
の

仕
事
に
つ
い
て
の
説
明

後
、
生
徒
た
ち
に
は
「
こ
れ
以
上
は

絶
対
に
で
き
な
い
、
と
思
え
る
ほ
ど

何
か
に
真
剣
に
打
ち
込
ん
で
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

「
会
話
の
技
術
よ
り

伝
え
る
中
身
を
」

　

こ
の
後
、
講
師
の
４
人
に
デ
ィ
レ

ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の
向

む
こ
う
さ
か坂
勝
之
、
藤
村

峯
一
、
長
崎
文
康
さ
ん
を
加
え
た
計

７
人
が
、
生
徒
た
ち
の
六
つ
の
班
に

参
加
し
て
、「
今
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
が
、
将
来
仕
事
に
ど
う
活
か
し

て
い
け
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

新
日
鉄
住
金
時
代
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
勤
務
を
経
験
し
た
向
坂
さ
ん
は

英
語
の
学
習
に
つ
い
て
「
日
本
の
英

語
教
育
は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
会

話
の
技
術
よ
り
も
相
手
に
伝
え
る
中

身
が
重
要
だ
」
と
強
調
。
ま
た
吉
住

さ
ん
も
「
仕
事
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

大
事
だ
」
と
熱
く
語
っ
て
い
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
後
、
各
班
が

ま
と
め
を
発
表
。「
会
社
で
は
組
織

で
活
動
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
同

じ
年
齢
の
人
だ
け
で
な
く
様
々
な
年

代
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
き
る
能
力
を
高
め
た
い
」「
他
人

の
心
を
理
解
す
る
思
い
や
り
や
仲
間

と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
何
か
一
歩

を
踏
み
出
す
勇
気
に
つ
な
げ
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
感

　

引
率
し
た
仙
台
二
高
の
若
林
春
日

教
諭
は
こ
の
企
業
研
修
を
振
り
返

り
、「
生
徒
た
ち
に
な
ぜ
学
ば
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
考
え
さ
せ
た

り
、
大
学
の
先
に
あ
る
目
標
を
意
識

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
有
意
義
な
機
会
だ
っ
た
」
と
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の

盤
若
浩
孝
さ
ん
は
「
仙
台
か
ら
東
京

に
来
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
実
際
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
し
か

も
今
や
ロ
ー
カ
ル
が
グ
ロ
ー
バ
ル
と

重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た

の
で
は
」
と
話
し
て
い
た
。

　

一
方
、
新
日
鉄
住
金
本
社
に
は

１
、２
年
生
77
人
が
訪
問
。
ま
ず
総

務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
の
藤
原
知
佐
子

さ
ん
が
、
素
材
メ
ー
カ
ー
と
し
て
鉄

鉱
石
を
主
原
料
に
高
度
な
技
術
で
高

機
能
の
鉄
鋼
製
品
を
作
っ
て
い
る
、

と
同
社
の
概
要
を
説
明
。
そ
の
後
、

営
業
部
門
か
ら
佐
藤
千
秋
さ
ん
、
法

務
部
門
か
ら
千
葉
修
平
さ
ん
、
技
術

部
門
か
ら
黒
澤
辰
昭
さ
ん
、
そ
れ
に

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
吉
住
剛

さ
ん
の
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の

話
を
、
自
ら
の
高
校
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
話
し
た
。

自
動
車
用
鋼
管
、法
務
、

新
商
品
開
発
、広
報
…
…

　

現
在
、
主
に
自
動
車
用
鋼
管
の
営

シ
キ
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
討
議

で
は
、
社
員
や
Ｏ
Ｂ
が
「
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
で
は
、
言
語
を
理
解
す
る
だ

け
で
な
く
、
価
値
観
や
常
識
の
違
い

も
認
識
し
、
尊
重
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
経
験
に
基
づ
い
て
意
見
や

感
想
を
述
べ
た
。

　

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
「
高
校
時
代

に
培
う
力
」
を
め
ぐ
る
討
議
で
は
、

生
徒
た
ち
か
ら
語
学
力
の
向
上
の
ほ

か
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

「
団
結
力
や
強
い
意
志
」
な
ど
の
声

が
上
が
り
、
社
員
や
Ｏ
Ｂ
は
「
失
敗

を
恐
れ
ず
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

最
後
に
仙
台
二
高
の
各
グ
ル
ー
プ

の
代
表
が
こ
の
日
の
感
想
や
意
見
を

披
露
。
そ
の
一
人
、
奈
良
樹
さ
ん
は

「
海
外
に
出
て
人
と
接
す
る
と
き
に

は
、
一
人
ひ
と
り
考
え
方
が
違
う
と

い
う
こ
と
を
胸
に
刻
ん
で
、
自
分
を

客
観
的
に
見
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

新日鉄住金 三菱商事

法務の仕事を説明する仙台二高OBの千葉さん
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新
聞
を
活
用
す
る
こ
と
で
社
会
人
、
企
業
人
と
し
て
の
力
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
、
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
は
７
月
29
日
、
東
京
・
芝
浦
の

ト
ヨ
タ
ア
ド
ミ
ニ
ス
タ
株
式
会
社
で
研
修
を
行
っ
た
。
若
手
社
員
た
ち
が
、

新
聞
の
効
率
的
な
読
み
方
や
、
紙
面
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
上
司
へ
の

報
告
書
を
作
成
す
る
方
法
な
ど
を
体
験
し
た
。

　

同
社
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
販
売
店

に
対
す
る
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

な
ど
を
業
務
と
し
て
い
る
。
こ
の
日

研
修
に
臨
ん
だ
の
は
、
総
務
・
経
理

部
門
に
所
属
す
る
入
社
２
、３
年
目

の
社
員
５
人
。
講
師
は
、
大
学
で
の

講
義
経
験
が
豊
富
な
和
田
浩
二
専
門

委
員
が
務
め
た
。

　

ま
ず
、
新
聞
か
ら
拾
い
上
げ
た
い

く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ク
イ
ズ
に

し
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。「
10

増
10
減
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
圧

力
」
と
い
っ
た
政
治
・
経
済
か
ら
、

「
Ｇ
─
ｊ
ｏ
」「
太
眉
」
の
流
行
ま
で
、

幅
広
い
内
容
が
載
っ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
て
も
ら
う
。

紙
面
構
成
を
知
っ
て

短
時
間
で
情
報
入
手

　

続
い
て
、
紙
面
の
レ
イ
ア
ウ
ト
や

記
事
の
構
成
に
つ
い
て
、
実
際
の
新

聞
を
手
に
し
て
も
ら
い
な
が
ら
解
説

し
た
。
紙
面
の
ど
の
位
置
に
記
事
が

あ
る
か
、
見
出
し
の
大
小
な
ど
で

ニ
ュ
ー
ス
の
重
要
度
を
示
し
て
い
る

と
い
う
指
摘
を
、
受
講
生
た
ち
が

ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
確
認
す
る
。
多

様
な
記
事
を
一
覧
で
き
る
と
い
う
新

聞
の
特
徴
を
生
か
し
、
短
時
間
で
情

報
を
つ
か
み
取
る
読
み
方
を
伝
え
て

い
く
。

記
事
を
使
っ
て
報
告
書
作
り

　

記
事
を
使
っ
た
報
告
書
作
り
が
こ

の
日
の
ま
と
め
と
な
っ
た
。
大
手
家

電
量
販
店
が
複
数
の
店
舗
を
閉
鎖

し
、
都
市
型
店
舗
に
注
力
す
る
と
い

う
記
事
を
素
材
に
し
た
。
受
講
者
を

２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
片
方
は
全
国

展
開
の
ラ
イ
バ
ル
量
販
店
の
広
報
部

員
、
も
う
一
方
は
茨
城
県
内
で
展
開

す
る
家
電
店
の
社
員
で
、
ど
ち
ら
も

上
司
に
報
告
す
る
と
い
う
設
定
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
、
報
告
ポ
イ
ン
ト
を
三
つ
に

絞
り
込
む
。
全
国
展
開
グ
ル
ー
プ

は
「
４
期
連
続
減
益
」
を
報
告
の
筆

頭
に
置
い
た
が
、「
こ
の
記
事
の
書

き
方
で
は
、
減
益
は
既
報
。
上
司
は

も
う
知
っ
て
い
る
し
、
閉
鎖
要
因
の

一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
ほ
か
の
情

報
を
入
れ
た
い
で
す
ね
」
と
和
田
講

師
。
他
方
、「
県
内
６
店
舗
閉
鎖
」

を
メ
イ
ン
に
し
た
茨
城
グ
ル
ー
プ
に

は
、「
具
体
的
に
県
内
の
ど
の
店
舗

か
を
書
け
ば
も
っ
と
よ
か
っ
た
」
と

紙
面
の
閉
鎖
店
舗
一
覧
表
を
指
し
、

新
聞
は
グ
ラ
フ
や
表
を
多
用
し
て
い

て
、
詳
細
な
情
報
が
確
認
し
や
す
い

と
つ
け
加
え
た
。

　

読
み
手
の
立
場
や
目
的
に
よ
っ
て

関
心
は
異
な
る
た
め
、
相
手
が
欲
し

い
情
報
が
何
か
を
考
え
る
こ
と
は
、

新
聞
取
材
の
基
本
で
も
あ
る
。
重
要

な
こ
と
を
冒
頭
に
手
際
よ
く
ま
と
め

る
の
も
記
事
の
常
道
。
新
聞
を
通
じ

て
、
こ
う
し
た
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、

報
告
書
や
企
画
・
提
案
書
の
作
成
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。

　

受
講
生
た
ち
は
、
今
後
半
年
に
わ

た
っ
て
、
継
続
的
に
新
聞
活
用
を
学

ん
で
い
く
予
定
だ
。

「
情
報
の
取
り
方
わ
か
っ
た
」

　
「
新
聞
は
就
職
活
動
時
に
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
読
ん
だ
だ
け
」
と
明
か
す

受
講
生
も
い
た
が
、
意
識
は
変
化
し

た
よ
う
だ
。
鮫
島
亮
太
さ
ん
は
「
新

聞
の
構
成
や
読
み
方
を
気
に
し
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
時
間

を
か
け
ず
に
読
め
そ
う
」、
村
山
加

恵
さ
ん
は
「
好
き
な
分
野
の
ニ
ュ
ー

ス
だ
け
チ
ェ
ッ
ク
し
が
ち
だ
っ
た
。

今
日
、
経
済
記
事
も
そ
れ
ほ
ど
難
し

く
な
い
と
わ
か
っ
た
」
と
話
す
。
伊

藤
淳
さ
ん
は
「
新
聞
か
ら
の
情
報
の

取
り
方
が
わ
か
っ
た
」、
荒
井
義
弘

さ
ん
は
「
様
々
な
分
野
の
面
白
そ
う

な
記
事
が
載
っ
て
い
て
、
読
み
込
み

た
く
な
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
を
企
画
し
た
総
務
部

人
材
開
発
グ
ル
ー
プ
の
三
枝
宏
至
担

当
課
長
（
56
）
は
、「
本
社
で
は
２

年
目
の
社
員
で
も
役
員
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
が
あ
る
。
ふ

だ
ん
接
す
る
機
会
の
な
い
新
聞
記
者

か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
き
、
表
現

力
や
文
章
力
を
磨
い
て
ほ
し
い
と
考

え
た
」
と
話
し
て
い
た
。

新
聞
の
読
み
方
研
修

読
売
新
聞
×
ト
ヨ
タ
ア
ド
ミ
ニ
ス
タ
社

入社2・3年目の若手社員に新聞の構成を解説する和田浩二専門委員

企
業
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
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玉
川
大
学
が
開
講
す
る
教
員
免
許
状
更
新
講
習
「
新
聞
で
育
む
『
言
語

力
・
人
間
力
』」
が
８
月
10
、
11
日
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
と
玉
川
大
学

を
会
場
に
行
わ
れ
、
首
都
圏
の
小
中
高
校
の
教
員
35
人
が
参
加
し
た
。

見出しを考えるグループワークも行われた

「まわしよみ新聞」で完成した作品を各グループが紹介した

　

現
職
の
教
員
は
、
教
員
免
許
状
の

更
新
の
た
め
、
10
年
ご
と
に
30
時
間

の
更
新
講
習
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。
１
日
目
は
東
京
・
大
手
町
の
読

売
新
聞
東
京
本
社
で
、
２
日
目
は
東

京
都
町
田
市
の
玉
川
大
学
で
行
わ
れ

た
。
同
大
の
今
年
度
の
教
員
免
許
状

更
新
講
習
は
、
21
の
講
習
が
設
け
ら

れ
、
３
９
１
人
が
応
募
。
そ
れ
ぞ
れ

が
希
望
の
講
習
を
選
択
受
講
し
た
。

読
売
新
聞
社
が
請
け
負
っ
た
の
は
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
、
今
回
が
初
の
試

教
員
の
免
許
更
新
講
習

み
と
な
っ
た
。

　

１
日
目
は
、
同
大
教
師
教
育
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
も
務

め
る
鹿
野
川
喜
代
美
・
読
売
新
聞
Ｎ

Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
新
聞
活

用
の
効
果
や
実
践
例
な
ど
を
紹
介
。

学
校
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
問
題

を
取
材
し
て
い
る
読
売
新
聞
編
集
局

教
育
部
記
者
や
元
台
北
特
派
員
ら
が

講
義
に
立
っ
た
ほ
か
、
読
売
新
聞
社

の
見
学
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
。

　企業に向けて、読売新聞がどのような研修ができるかを映像で説明す
るDVD「読売新聞の記者講師派遣」が完成しました。関心を持たれた社
内研修の担当者などに配布して活用していただこうと考えています。
　読売新聞はこれまでも、企業からの依頼に応じて、記者が専門分野に
ついての講演を行ってきましたが、近年は「新入社員が新聞を読んでい
ない」「読み方を知らない」といった声が企業側から寄せられ、社会人に
向けた研修の要望が強まっていました。
　DVDの作成は、こうした声にこたえたもので、新聞の活用法ばかりでな
く、文章の書き方、情報の分析や整理の方法、訴求力のある発信の仕方
など、新聞取材や編集の中で長年培ってきたスキルから、仕事に役立つ
内容を伝えられるような研修を準備しています。
　DVDには、大阪発のメディア遊び
「まわしよみ新聞」で、楽しくグルー
プディスカッションをしながら、社会
への関心やプレゼン力を高めていく
様子や、情報収集の重要性、メディア
の特色を教える講義の一部が収録さ
れています。長さは約12分間。
　問い合わせは、教育ネットワーク事務局（☎03・3217・1966）へ。

「読売新聞の記者講師派遣」 完成

文章の書き方、 情報の分析、 
整理方法、 発信の仕方……News

ま
わ
し
よ
み
新
聞
や

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
り

　

講
義
で
は
、
記
者
の
仕
事
を
疑
似

体
験
す
る
記
事
執
筆
の
演
習
も
行
わ

れ
、
講
師
を
務
め
た
記
者
が
「
直
す

と
こ
ろ
の
な
い
完
全
原
稿
」
と
称
賛

す
る
記
事
を
書
き
上
げ
た
教
員
も
い

て
、
会
場
を
沸
か
せ
て
い
た
。

「
早
速
２
学
期
か
ら
取
り
組
み
た
い
」

　

２
日
目
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中

心
の
講
義
と
な
っ
た
。

　
「
ま
わ
し
よ
み
新
聞
」
で
は
、
当

日
の
朝
刊
か
ら
各
人
が
面
白
い
と

思
っ
た
記
事
を
三
つ
選
び
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
グ
ル
ー

プ
で
ひ
と
つ
の
新
聞
に
ま
と
め
た
。

ま
た
、
新
聞
記
事
を
使
用
し
た
教
材

「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
作
成
の
指
導
も

行
わ
れ
る
な
ど
、
教
育
現
場
に
持
ち

帰
っ
て
実
践
し
て
も
ら
え
る
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
た
。

　

報
道
写
真
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る

ま
で
の
流
れ
や
、
連
日
、
ラ
イ
バ
ル

新
聞
と
激
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
る

写
真
部
記
者
の
日
常
を
伝
え
る
講
義

も
あ
り
、
参
加
し
た
教
員
か
ら
は
、

「
新
聞
を
教
材
に
と
い
う
視
点
が
足

り
な
か
っ
た
と
実
感
し
た
」「
役
に

立
つ
楽
し
い
講
義
だ
っ
た
」「
早
速

２
学
期
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

DVD



手作りの新聞できた!

子ども新聞社
科学技術館

丸の内キッズ
ジャンボリー
東京国際
フォーラム

が本 記 指紙 者 導
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の
編
集
現
場
さ
な
が
ら
。
午
後
３
時

過
ぎ
、
プ
リ
ン
タ
ー
か
ら
最
初
の
大

ゲ
ラ
が
刷
り
出
さ
れ
る
と
、
記
者
の

小
学
６
年
生
・
梶
田
明
子
さ
ん
は
目

を
輝
か
せ
て
自
分
の
紙
面
に
見
入
っ

て
い
た
。

取
材
、撮
影
、 

記
事・見
出
し
の
作
成
…
…

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ま

ず
プ
ロ
記
者
（
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
の
石
田
汗
太
専
門
委
員
）
が

「
取
材
の
心
得
」
講
義
を
し
た
後
、

子
ど
も
記
者
が
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
取

材
し
、
写
真
を
撮
り
、
記
事
を
執
筆

し
、
見
出
し
を
考
え
、
活
字
で
組
ん

だ
新
聞
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
も

の
。
半
日
た
ら
ず
で
一
人
が
一
枚
ず

つ
新
聞
を
作
る
た
め
、
子
ど
も
側
も
、

　
「
こ
こ
は
ど
う
い
う
意
味
？　

わ

か
り
や
す
く
書
き
直
し
て
」「
写
真

が
ピ
ン
ぼ
け
だ
。
撮
り
直
し
！
」「
見

出
し
を
早
く
。
も
う
締
め
切
り
だ

よ
」
―
。

　

８
月
12
日
、
東
京
・
日
比
谷
の
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ

た
「
丸
の
内
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

２
０
１
５
」
で
、
読
売
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
主
催
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
丸
の
内
キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
新

聞
社
」
が
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
の

は
小
学
５
年
生
か
ら
中
学
１
年
生
ま

で
の
９
組
計
11
人
。

　

会
場
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
編
集

部
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
数
台
と
大
型
プ

リ
ン
タ
ー
が
持
ち
込
ま
れ
、
子
ど
も

記
者
と
指
導
役
の
読
売
新
聞
記
者
が

真
剣
に
や
り
取
り
す
る
様
は
、
本
物

世界でただ一枚の「自分だけの新聞」を作ろうという
子ども向けワークショップが８月の３日間、
都内の２つのイベント会場で行われた。完成紙面は

「読売新聞」のロゴが入った本格的なもの。
参加した子ども記者も、サポートしたプロ記者も、
汗まみれになって「校了」を目指した。

指
導
す
る
記
者
側
も
相
当
に
ハ
ー
ド

な
作
業
と
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
校

了
時
の
感
激
は
ひ
と
し
お
。
９
枚
の

紙
面
は
会
期
の
14
日
ま
で
会
場
に
掲

示
さ
れ
、
来
場
者
の
注
目
を
集
め
て

い
た
。

　

梶
田
さ
ん
の
父
、
武
彦
さ
ん
は

「
こ
ん
な
に
子
ど
も
が
集
中
し
て
取

り
組
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
ほ
か
に

な
い
。
学
校
で
も
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
。
新
聞
社
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
企
画
は
ぜ
ひ
続
け

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
11
日
と
18
日
に
は
東
京
・

北
の
丸
公
園
の
科
学
技
術
館
で
も
同

様
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ

た
。
同
月
30
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
夏

休
み
特
別
展
「
く
ら
し
の
技
術

⇔

50

年　

大
・
展
望
展
」
を
取
材
し
、
計

15
人
の
子
ど
も
が
「
自
分
だ
け
の
新

聞
」
を
作
り
上
げ
た
。

科学技術館で大・展望展を取材する子ども記者

取材後は執筆と印
刷

出来た新聞を披露

手作りの新聞は会場に掲示された
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将棋と新聞の魅力

福
島
で
特
別
授
業   

竜
王
戦
を
読
む

活
字
を
読
み
取
る
力
、
考
え
る

力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と

子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か
け
た
。

「
子
ど
も
に
は

  

努
力
し
た
と
き
に
ほ
め
る
」

　

ま
た
、
島
九
段
は
子
育
て
に

つ
い
て
、「
勝
っ
た
時
に
ほ
め

る
と
、
子
ど
も
は
成
功
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
る
。
努
力
し
た

時
、
頑
張
っ
た
時
に
ほ
め
る
の

が
大
事
」
と
話
す
と
、
会
場
に

い
た
父
母
ら
は
大
き
く
う
な
ず

い
て
い
た
。

　

２
時
間
目
は
、
中
村
修
九
段

夫
人
で
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
雅
子
さ
ん
が
、
編
集
手
帳
を

「
日
本
語
の
お
手
本
」
と
紹
介

し
、
参
加
者
と
一
緒
に
朗
読
し

た
。「
新
聞
を
熟
読
す
れ
ば
、

国
語
力
も
将
棋
も
ど
ん
ど
ん
強

く
な
り
ま
す
よ
」
と
話
し
た
。

参
加
者
に
は
修
了
証
授
与

　

授
業
後
、
島
九
段
か
ら
参
加

者
一
人
ひ
と
り
に
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

こ
の
後
、
島
九
段
と
飯
塚
祐

紀
七
段
が
、
子
ど
も
た
ち
と
一

局
ず
つ
対
局
を
行
い
、
実
践
形

式
で
好
手
や
疑
問
手
な
ど
を
挙

げ
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

郡
山
市
か
ら
参
加
し
た
小
学

６
年
の
男
の
子
（
12
）
は
、「
停

滞
期
の
乗
り
越
え
方
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
励
ま
さ
れ
た
。
新

聞
を
切
り
抜
い
て
勉
強
し
て
い

る
の
で
、
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

読
売
新
聞
の
将
棋
欄
と
１
面

コ
ラ
ム
「
編
集
手
帳
」
を
題
材

に
し
た
特
別
授
業
「
竜
王
戦
を

読
む
」
が
８
月
８
日
、
福
島
市

の
福
島
民
友
新
聞
社
で
開
か
れ

た
。
福
島
、
山
形
両
県
の
小
中

学
生
と
保
護
者
ら
42
人
が
集
ま

り
、
将
棋
と
新
聞
の
魅
力
を
学

ん
だ
。

　

こ
の
催
し
は
、
初
代
竜
王
で

日
本
将
棋
連
盟
常
務
理
事
の
島

朗
九
段
が
、
活
字
文
化
の
重
要

九
段
は
観
戦
記
を
読
み
上
げ
、

「
戦
っ
て
い
る
雰
囲
気
が
よ
く

伝
わ
っ
て
き
ま
す
」
と
、
読
み

物
と
し
て
も
面
白
い
と
解
説
。

「
将
棋
欄
の
指
し
手
を
最
後
ま

で
読
ん
で
、（
翌
日
の
新
聞
に

掲
載
さ
れ
る
）
次
の
一
手
を
考

え
る
の
は
有
効
な
上
達
法
。
社

会
人
に
な
っ
て
も
役
立
ち
ま

す
」
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
「
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
は
便
利
で
す

が
、
す
べ
て
を
そ
れ
に
頼
ら
ず
、

性
を
伝
え
た
い
と
企
画
し
、
福

島
民
友
新
聞
社
の
協
力
で
実
現

し
た
。
将
棋
や
囲
碁
の
対
局
の

模
様
を
再
現
す
る
観
戦
記
は
、

昭
和
初
期
か
ら
読
売
新
聞
の
名

物
連
載
と
し
て
好
評
を
得
て
お

り
、「
観
戦
記
文
学
」
と
も
称

さ
れ
て
い
る
。

「
観
戦
記
か
ら
考
え
る
力
を
」

　

授
業
は
２
時
間
行
わ
れ
た
。

１
時
間
目
で
講
師
を
務
め
た
島

将棋の観戦記をもとに「考える力」の重要性を強調する島九段

飯塚祐紀七段（左）の指導対局

島九段から修了証を受け取る参加者
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２
０
０
８
年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
毎

夏
行
わ
れ
て
い
る
、
読
売
新
聞
東
京

本
社
主
催
の
取
り
組
み
で
、
学
習
指

導
要
領
改
訂
に
合
わ
せ
、
小
中
学
校

の
教
科
書
に
は
、
新
聞
活
用
単
元
が

増
え
て
い
る
た
め
か
、
今
年
は
募
集

70
組
に
１
６
６
組
と
、
２
倍
以
上
の

応
募
が
殺
到
す
る
人
気
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
４
歳
児

か
ら
中
学
２
年
生
で
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
海
外
の
日
本
人
学
校
か
ら
参

加
し
た
小
学
生
も
。
ま
た
、「
４
年

連
続
で
応
募
し
て
、
よ
う
や
く
今
回

当
選
で
き
た
」
と
、
初
め
て
の
新
聞

教
室
に
感
無
量
の
様
子
の
中
学
１
年

生
と
母
親
も
。

　

冒
頭
、
鹿
野
川
喜
代
美
・
本
社
Ｎ

Ｉ
Ｅ
企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
新
聞
を

楽
し
ん
で
読
む
コ
ツ
を
ア
ド
バ
イ

ス
。
さ
ら
に
千
葉
市
立
鶴
沢
小
の
高

橋
庸
介
教
諭
、
東
京
都
北
区
立
滝
野

川
小
の
石
井
百
合
子
教
諭
、
埼
玉
県

川
越
市
立
初
雁
中
の
高
橋
由
香
里
教

諭
が
、
日
頃
行
っ
て
い
る
新
聞
を
活

用
し
た
授
業
や
子
ど
も
た
ち
の
作
品

を
紹
介
し
た
後
、
子
ど
も
た
ち
は

早
速
、
読
売
新
聞
や
読
売
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
新
聞
、
読
売
中
高
生
新
聞
を
め

く
っ
て
記
事
選
び
を
始
め
た
。

新
聞
を
切
り
貼
り
し
て
、
自
分
だ
け
の
新
聞
を
作
る
「
夏
休
み
親
子

新
聞
教
室
」
が
８
月
１
日
、
東
京
・
大
手
町
の
よ
み
う
り
大
手
町
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
１
都
７
県
か
ら
き
た
68
組
約
１
７
０
人
の
親
子
ら
が

新
聞
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

充
実
し
た
親
と
子
の
対
話

　

子
ど
も
た
ち
が
と
り
上
げ
た
の

は
、
戦
後
70
年
に
関
連
し
た
玉
音
放

送
や
ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
危
機
問
題
、

世
界
遺
産
、
自
然
保
護
な
ど
さ
ま
ざ

ま
。
そ
れ
ぞ
れ
が
気
に
な
る
記
事
や

写
真
な
ど
を
切
り
抜
き
、
レ
イ
ア
ウ

ト
を
工
夫
し
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
新
聞
作
り
に
励
ん
だ
。

　

鹿
野
川
さ
ん
と
教
諭
３
人
が
会
場

内
を
回
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

後
、
最
後
は
８
組
の
親
子
が
壇
上
に

上
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
紹
介
、

参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
じ
て
、
子
ど
も

か
ら
は
「
自
分
で
考
え
て
作
る
の
が

楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
挙
が
り
、

親
か
ら
は
「
こ
ん
な
硬
派
な
話
を
娘

と
し
た
の
は
初
め
て
。
楽
し
い
時
間

で
し
た
」「
息
子
が
自
分
で
テ
ー
マ

を
決
め
て
ど
ん
ど
ん
作
品
を
仕
上
げ

て
い
く
の
が
頼
も
し
か
っ
た
」
な
ど
、

子
ど
も
と
の
時
間
を
喜
ぶ
親
や
祖
父

母
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

（
夏
休
み
親
子
新
聞
教
室
の
詳
報
は

８
月
26
日
付
の
朝
刊
で
掲
載
さ
れ
ま

し
た
）

個性光る新聞作り

夏 休 み 親 子 新 聞 教 室

作品づくりは気に入った記事の切り抜きから始まる。親子の会話もはずんだ

8組の親子が自作の新聞を発表した。左は鹿野川・本社NIE企画デザイナー



11 2015.9 〈vol.8〉  

リレーエッセー

海
外
で
学
ぶ・リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー
⑧

加
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

「
未
来
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち
の
絆
」

加
藤
学
園
暁
秀
高
校
（
静
岡
県
沼
津
市
）
卒
、
加
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュコ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
２
年
　
杖つ

え
も
と本 

遥は
る
か 

さ
ん　

　

あ
る
先
輩
が
こ
う
言
っ
た
。
４
万

人
の
学
生
の
５
分
の
１
を
占
め
る

１
４
９
の
国
々
の
留
学
生
が
い
る
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学（
Ｕ

Ｂ
Ｃ
：
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
）

で
は
、
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
出
来

事
が
４
年
間
で
起
こ
っ
た
り
、
一
生

の
友
達
が
で
き
た
り
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

実
に
そ
の
先
輩
の
言
っ
て
い
た
こ

と
は
確
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
た

し
は
仲
間
意
識
を
持
て
る
「
８
人
の

輪
」
に
自
然
と
溶
け
込
ん
で
い
た
。

こ
れ
こ
そ
自
分
が
長
年
探
し
て
い
た

も
の
だ
っ
た
。
毎
週
こ
な
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
宿
題
や
試
験
に
圧
倒
さ

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、
い
つ
も
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
が
こ

の
輪
だ
っ
た
。

り
、
こ
の
間
は
だ
れ
も
が
友
達
や
教

授
た
ち
の
顔
に
パ
イ
を
慈
善
で
投
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
イ
を
一
つ
買

え
ば
教
授
の
顔
に
投
げ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
パ
イ
が
な
か
な
か

固
く
て
、
当
た
る
と
痛
い
の
だ
が
、

わ
た
し
も
８
人
の
輪
と
一
緒
に
教
授

や
友
達
に
投
げ
つ
け
た
。
工
学
系
の

学
生
生
活
は
勉
学
的
に
は
タ
フ
だ

が
、
仲
間
は
一
人
で
耐
え
る
こ
と
を

許
し
て
く
れ
な
い
。
歯
車
は
ひ
と
つ

で
は
動
か
な
い
。
つ
ま
り
、
一
緒
に

な
っ
て
初
め
て
重
要
な
作
用
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
Ｕ
Ｂ
Ｃ
で

わ
た
し
は
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
会
報
編
集
部
抄
訳 T

he Japan 
N

ew
s 

２
０
１
５
年
３
月
26
日
）

ブリティッシュコロンビア大学
1908年創立。カナダの大学で最も評価の
高い大学のひとつとされている。全日制、
夜間、通信教育の12学部がある。

　

２
０
１
４
年
８
月
末
、
新
入
留

学
生
の
た
め
に
行
わ
れ
た
２
週
間

の
「
ジ
ャ
ン
プ
・
ス
タ
ー
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
で
８
人
の
仲
間
と
出
会
っ

た
。
そ
し
て
８
人
の
輪
は
期
間
中
に

生
ま
れ
た
。
み
な
工
学
部
の
学
生
だ

か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
抵
抗
も
な
く
ま

と
ま
っ
た
。
結
び
つ
い
た
の
は
本
当

に
偶
然
だ
。
ド
バ
イ
、
香
港
、
イ
ン

ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア
、
ス
イ

ス
、
シ
リ
ア
そ
し
て
日
本
か
ら
の
ユ

ニ
ー
ク
な
留
学
生
た
ち
が
一
つ
の
輪

に
な
っ
た
こ
と
に
今
で
も
驚
い
て
い

る
。

　

我
々
は
み
な
母
国
以
外
の
国
で
数

年
間
を
過
ご
し
た
経
験
が
あ
る
か

ら
、
違
う
文
化
や
価
値
を
共
有
し
尊

重
で
き
た
。
例
え
ば
、
母
国
同
士
は

長
年
張
り
合
っ
て
い
る
、
パ
キ
ス
タ

ン
と
イ
ン
ド
の
出
身
者
が
母
国
の
宇

宙
開
発
の
進
捗
状
況
の
違
い
に
つ
い

て
さ
え
、
ジ
ョ
ー
ク
を
言
い
合
っ
て

い
る
。
我
々
は
、
い
つ
で
も
ひ
や
か

し
合
え
る
ほ
ど
仲
が
い
い
の
だ
。

　

我
々
は
一
生
懸
命
に
勉
強
す
る

し
、
助
け
合
う
。
わ
た
し
は
化
学
を

教
え
る
一
方
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
ロ
シ

ア
の
友
人
か
ら
は
、
数
学
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

教
え
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
み

な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
得
意
分
野
で
仲

間
に
教
え
あ
う
。

　

遊
び
に
つ
い
て
も
真
剣
だ
。
パ
イ

週
間
、
と
呼
ば
れ
る
工
学
部
生
の
み

の
特
別
な
一
週
間
が
学
期
始
め
に
あ

Canada

University
of British
Columbia

University
of British
Columbia

Vancouver

U.S.

英語の原文はhttp://the-japan-news.com/news/article/0001996617でお読みいただけます。

海外留学を目指す高校生に進学支援を行っているNPO法人
「留学フェローシップ」のメンバーが、海外のキャンパスライフ
をリレー連載します。留学フェローシップの詳細はウェブサイト

（http://ryu-fellow.org）へ。

UBCキャンパスで（本人提供）
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お知らせ

　デジタル紙面を見るには、個人情報の登録などは一切不要。ジャパ
ン・ニューズのニュースサイト（http://the-japan-news.com）にある
"ALL YOU CAN READ！"と書かれたバナーをクリックするだけ。また
は、http://jn-digital.the-japan-news.comにアクセスすると、お手元
のパソコンやタブレット端末、スマートフォンで、その日の実際の紙面と同
じ内容のデジタル紙面（PDF、約9メガバイト）を、どこでも気軽に好きな
だけ読んでいただくことができます。

デジタル紙面無料読み放題については、特設サイトをご覧ください

http://jn-digital.the-japan-news.com

　また、読売新聞社と、米国を代表する日刊紙「ワシントン・ポスト」紙とのデジタル・パートナー事業は、
1年間の延長が決定しました。ジャパン・ニューズを購読すると、「ワシントン・ポスト」デジタル版を1年間、
無料・無制限でお楽しみいただけます。既にご購読中の方もご利用いただけます。

無料読み放題デジタル
紙面

　さらに、9月中に新規で購読をお申し込みいただいた方には、ジャパン・ニュー
ズ編集部から「デジタルの贈りもの」を希望者全員にプレゼント致します。

ジャパン・ニューズオリジナル英語和食レシピ集 

「Recipe」 （PDFファイル）

日頃はなかなか気づかない身近な社会の小さな変化を、レンズを通して
切り取った写真集

「Uncovering JAPAN」 vol.2  （９月発売、電子書籍）

※ご購読申し込み後、jn-readers@yomiuri.comへ、ご希望のタイトル名と住所、氏名を明記し、件名をgiftとしてメールをお送りくだ
さい。　※②は技術的な理由から、米国Amazon.comのアカウントをお持ちの方に限らせていただきます。ご了承下さい。

❶

❷

9/1Tue -7Mon

パソコン、

タブレット、

紙でもどうぞ

読売新聞が発行している日刊英字紙「The Japan News」

（ジャパン・ニューズ）は、9月1日から7日までの紙面で

「デジタル紙面 無料読み放題」を実施します。

9月1日から１０日までの公開期間中、ジャパン・ニューズの

デジタル紙面を、なんと全ページ無料で公開します！

　そんなジャパン・ニューズ体験で、「英字
新聞って面白いかも」と感じた方には、お
電話1本で7日間、ご自宅やオフィスに紙面
をお届けする「無料試し読み」がおすすめ。
今、無料試し読みをお申し込みになると、最
新版の小冊子「英字新聞の読み方早わかり
ガイド」＝写真＝を無料で進呈します。

お申し込みはフリーダイヤル

0120 -431-159

1. 全部読まなくてダイジョウブ

2. 見出しからMｙニュースを発掘しよう

3. 毎日、どこかにお気に入り

4. Mission possible 声に出して読もう

5. 継続は力なり、理解への早道なり

編集部から
英字紙を楽しむための
５か条！

日刊英字紙「ジャパン・ニューズ」で英語力が身につく




